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The purpose of this article was to innovate the concept of "KANDO" for product development in industrial activity.

Summarizing the history of the product concept in Japan, "KANDO" was proposed as a new concept inevitably. "KANDO"

is the Japanese everyday term of intense emotional state that could be evoked by surprising-, impressive-,exciting-, and/or

thrilling experiences. We hypothesized the process of "KANDO" as shown in Figure 1; i.e., (1) indifference,(2) passive

attention, (3) active attention, (4) recognition / internal attention, (5) evocation of emotion, and (6) experience of "KANDO".

As some stages in this hypothetical process might be indexed by physiological response measure as shown in Figure 1, we 

can assess "KANDO" directly by means of psychophysiological technique established in past one decades. (Japanese 

Journal of Physiological Psychology and Psychophysiology, 24(1) : 49-56, 2006.)
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【要 約】 本論 の目的は,「 感動」 をモ ノ作 りのた めの新 しいコンセプ トとして導入す ることで あった。わが国

におけるモ ノ作 りコンセプ トの歴史 を概観すれば,新 しいコンセプ トとして 「感動」が必然的に浮上がる。 「感動」

とは,驚 きや興奮 ワクワクする経験 な どで惹起 され る強 い情動状態を端 的に現す 日本語で ある。r感 動」 の成

立過程をFigurelに 仮説的 に示 した。即ち,(1)無 関心,(2)受 動的注意(関 心),(3)能 動的(選 択的)注 意,(4)

記憶 との照合 ・内的注意,(5)感 情 の喚起のあ とに(6)感 動体験 が発 生す るとい うもので ある。 これ らの仮説的

過程 のいくつかの段 階は,こ こ十年の問に確立 された心理 生理学的技法 を用 いれば,Figurelに 示す生体反応 を

指標 として直接評価す ることができる。

1. は じめ に

製品開発の現場では,ユ ーザ側 に立 ったニーズオ リ

エンテ ィッ ドなモ ノ作 りに注 目が集 まっている。技術

に大 きく依存す る家電製品や大衆消費財の開発担 当者

には,特 に関心が強 い。生産者側の論理 に立った従来

型のモノ作 りコンセ プ トか らの脱皮が,こ うした業界

の変革そ のものだか らであろう。製品の基盤技術が あ

る程度確立 され,大 量生産 ・普及拡大に的が絞 られた

製品開発 はもちろん,大 衆化 が進み買い換 え需要が期

待 される家電な どの成熟 した製品開発にお いて も,購

買層を特定化 し,流 行や世代 固有の価値観や ライフス

タイル にもマ ッチ したモ ノ作 りが基本である。 これは,

高級服地 を用いた英 国流紳士服 の仕立て方式 に似た形

態である ことか ら,テ ー プ方式 の開発 といわれる(山

田ら,2003)。

もちろん ここでいうモ ノ作 りは,特 定 の個人だけを

対象 とした完全お読 え方式 を意味す るものではな い。

共通の価値観や ライ フスタイルな どで,買 って くれ る

人々(購 買層),製 品を使って くれる人々(ユ ーザ層)

を分類 し,特 定集 団に焦点を絞 った製品開発を行 うも

のである。例えば1年 周期 で新商品が市場 に投入 され

るデジカメやDVDレ コーダな どの売れ筋家電 の開発

では,ニ ー トと呼ばれる若者集団,一 戸建てに住 まう

専業主婦層,団 塊世代 と呼ばれ るサ ラリーマ ン男性な

ど数種 に分類された集団に特化 した製 品開発がなされ

ている。特定化 された集団のニーズや消費行動 にマ ッ

チ した製品 をいか に他社に先駆けて開発 し,市 場 に投

入す るかが こうした製品開発担当者 の使命 というわけ

である。

購 買層 にとって使いやす いモ ノ,使 っていて満足の

ゆ くモ ノとはいった い何であろうか。それを見極める

視点 の一つ として,生 活者で ある人間の視点を科学的

に理解 した うえで,特 定ユーザ層の感性 を刺激 し,琴

線 に触れ るモ ノ作 りの方程式 を作 り,モ ニ ター に試 し

て もらう方法がある。 いわゆる人間科学 を基盤 とした

研究 と開発(HumanScienceBasedR&D)で ある。

こうした領域の研究 は,行 動科学,認 知科学 としての

心理学 を基盤領域 としてきたが,21世 紀 に入 った今

日では 「心理工学」(八 木 ・山田,2001)の 名 の下 に,

よ り洗練され る必要がある。 とくに,心 と体 の関係を

科学す る生理心 理学(psychophysiology)1ま,人 文 ・社

会科学と自然科学 との間をとりもつ格好 の領域であ り,

製品開発領域へ の応 用が大 いに期待 され る。20世 紀

最 後の10年 には生理心理学 を応用 した快適 性研究,

感性プ ロジェク トが大 きな成果を残 した ことか らもう

かが える(産 業技術総合研究所人間福祉医工学研究部

門,2003;Yagi,Boucsein,&Yamada,2001;Yamada,

1998;山 田,2001,2002)。 生理心理学の応用分野 とし

ての心理工学は,工 学か ら生まれた 「感性工学」や 「人

間生活工学」 とともに,こ うした流れの中心 にな りえ

る歴史 と積 み上げてきた科学的知見 をもっているか ら

である。

2. 「感動」を コンセプ トとす る歴 史的背景

モ ノ作 り立国 日本は,戦 後一貫 して製造業で世界 に

競争 を挑んで きた。 時計,カ メラ,船 舶,自 動車,家

電製品,メ モ リーチ ップ,ゲ ーム機器,ロ ボ ッ ト,カ

ラープ リンタ,デ ジカメ,液 晶デ ィスプ レイ,多 機能

携帯電話等 々,今 更いうべ くもないだ ろう。 これ を支

えて きたのは,い うまで もな く55年 体制 に立脚 した

国 を挙げての護送船団型モノ作 りパ ラダイムであった。

海外か ら原材料を輸入 し,独 自の技術で製品に加工 ・

整形 して海外 に輸出す ることで外貨 を稼 ぐという国家

ビジネスモデルである。

安 くてよいモ ノ作 りが海外での競争力を産 んだ時代

は,安 い労働力 をつか った大量生産が産業の下支え と
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なった。 国内需要 が伸びれば,さ らに拍車がかか り,

そ こそ こ資産 をもった中流階級がモノを買いあさった

のである。 こうして,高 度経済成長が実現 し,い ざな

ぎ景気 の1970年 に戦後 の一つ のモ ノ作 りピークを形

成 した。 ドル ショック,オ イルシ ョックで海外競争力

が萎えたとお もわれた時 も,得 意 の精密機器や電子部

品を核 としたよ り品質 の高いモノ作 りで競争力を回復

し,護 送船団の強みをさらに伸ば して80年 代に入った。

アル ビン ・トフラーの 「第三 の波」がベス トセ ラー

とな り,「 ヒ ト」 と 「モ ノ」 とが織 りなす これ まで の

産業 に,新 たに 「情報」 を主役 とする第三次産業革命

が起 こった という議論であった(Toff1er,1980)。 オ フ

ィス にファックス,コ ピー,パ ソコンな どの電子機器

が急激な勢いで浸透 し,そ れ まで ヒ トが行 ってきた事

務作業を,電 子機器が数倍 ・数千倍 の速 さで こなすよ

うになった。おかげで,オ フィスに余剰なヒ トが増え

た。単調 な作業は機械 に任せ,ヒ トはよ り高度な情報

加工技術 を身 につけ,よ り高度 な判断に専念せよ とい

う。 高度でユニークな創造力が求め られ,迅 速で高度

な判断で世界 と対峙す るOA機 器 ヘビーユーザ になる

よ うに と迫 られ た。OA革 命 と呼ば れ る80年 代初頭

の産業構造改革下 で,日 本の護送船団モノ作 りは更 に

磨きをか けた。俗 に言 う トヨタ方式は,世 界の製造業

の優 良モデル となって定着す る。ホ ンダ,ソ ニー,パ

ナソニ ックといった 日本ブラン ドが世界 の高級品 とし

て一人歩きをは じめた頃,モ ノ作 りの基本 コンセ プ ト

は,「 よ り豊かなモ ノ作 り」,「リッチな気分 を演出す

るモ ノ作 り」,「個性漂 うモノ作 り」 などであった。右

肩上が りの成長経済 に浮かれた,地 に足がつかない世

界観 を追 い求 めるキ ャッチフレーズでモ ノ作 りがな さ

れ ようとしていた。

日本のモ ノ作 りが世界を リー ドし,欧 米の産業界の

リーダーたちが 日本 に学べ と叱咤 して いたバブル経済

のまっただ中で,一 つのモ ノ作 りコンセプ トが当時の

通産省主導 で動 き出 した。豊か さ,リ ッチ,個 性,と

いうキ ャッチ フレーズを越 えた,次 世代モ ノ作 りの基

本 コンセプ トは,人 間にとってやさ しいモ ノ作 りを意

味する 「快適性」,「ここちよさ」,「使 いごこちのよさ」

となって護送船 団の旗頭 を飾 った。1991年 か ら8年

続 く通産省 の 「人間感覚計測応用技術」 プロジェク ト

は,産 官学 の智 と大型予算 を結集 して,人 間にとって

快適で,こ こちよ く,人 にやさ しいモ ノ作 りのための

ノウハウ蓄積 を始 めた。筆者 もこの ころ,快 適な感情

のもとでは,自 発 性瞬 目率が低下 し,脳 波Fmθ が多

発する ことを有 力な快適1生計測の指標 として役立てよ

うとして いた(山 田,1992;1998a,b,Yamada,1998)。

1999年 に終焉 を迎 えた このプ ロジェク トは,「 感性」,

「快適性,「 ヒューマ ン ・オ リエ ンテ ィッ ド」 な どの

新 しいモ ノ作 り概念を広 めた。時代は人間中心へ とシ

フ トす るか に見 えたが,ITバ ブル とそ の崩壊,中 国

市場拡大,中 東エネルギー危機な ど人間をと りまく環

境 問題の露呈 の結果,環 境 にや さしいモノ作 りへ とモ

ノ作 りの視点がずれ 出した。

そんな今,は た して どのよ うな コンセ プ トでモ ノ作

りが行われて いるのか。人間中心の視点 と,環 境保護

の視点。それ らのいずれか一・方か,両 方か。複 眼でな

いと先は読めない この時代,モ ノ作 りに欠かせ ない基

本コンセプ トを頑な に守れば,逆 に先が見えるか も知

れない。人気横綱が,負 傷 しつつも必死の形相で巨漢

外人力士 を平 らげた後,総 理が言 った言葉にヒン トが

あるか もしれない。 「感動 した!」 という誉 め言葉は,

そのとき以来,日 本人の使 う最良の賛辞 となった。感

動するモノ,感 動する体験 感動を予測 させ る何かは,

売れ る要素 として期待 できるかも しれない。

3. 感動の生理心理学的枠組み

そ こで本論では,こ れ までの こうしたモノ作 りの基

礎的研究か ら一歩踏 み出した最新 の研 究の様子 につい

て紹介する。すなわち,製 品を使 う心地よさや快適性

といった概念 を越えて,新 製品が購i買対象者 に与える

「感動 を評価 しようとする筆者 らの試みの紹介である。

まず 「感動」について定義 してお く必要があるだろ

う。次いで,生 理心理学的な感動測定の仮説的な枠組

み について述べる ことにする。

3.1 感動 とは何か

感動 とは,感 情が激 しく揺 り動かされることであ り,

そ のため に印象 に強 く残 るといった ことを意味する。

小泉首相 の言った 「感動 した」は,(1)相 撲の取 り組み

を見た(体 験),な ぜか説明で きな いが(2)感情が揺 り

動かされた。その結果,(3)そ の場の体験は強 く記憶 に

刻印 され(印 象 に残る),そ の結果,(4)今 後 もきっ と

あなたが相撲する ときには応援するだろう(行 動予測)
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ということを意味する。

知 的に整理 はできない ものの,激 しく感情が揺れ,

その場の体験が記憶に刷 り込まれ る。その結果,将 来

の 自分 の行動 に何 らかの偏椅 が生 じる と予測で きる。

そのよ うな もや もや した状態 を,「 感 動 した」 と声 を

張 り上げる ことで,他 者 に共通の体験 を呼び起 こし共

感 を得た ものである。

こうした状況は,生 理的覚醒の喚起,感 情 の喚起 ・

成立,印 象形成 といった概念で長 く研究 されて きた。

生理的覚醒 とは 自律神経系の交感神経の興奮 と記述で

きる。私 たちが脅威事態あるいはそれに似た状況を知

覚(perceive)し た とき に,半 ば 自動的 に作動す る生

体防御システムの現れで あり,交 感神経支配下 にある

心拍率増加や発汗な どの一連の生体反応が,防 御 ・逃

避i行動,攻 撃行動な どを支える。

こうした脅威事態での生体 の様子 は,驚1響(startle)

あるいは驚 き ・ビ ック リ(surprise)な どの言葉 で表

す こともできる。突然の大 きな音,急 激な視覚刺激の

到来,ま ぶ しい光,き つ い匂い,大 地の揺れ,大 きな

影な どが驚愕反応を誘発す る。Landis&Hunt(1939)

は,耳 元で いきな り鳴る銃声 によ って喚起 された驚

愕反応パ ター ンを,高 速度 カメラで撮影 したと ころ,

音刺激のオンセッ トからわずか40-60msで 瞬目反射(blink

reflex)が 生 じ,次 いで顔 面表情筋の収縮,頚 部筋 の

収縮,上 肢 の屈曲,下 肢の屈曲な ど-連 の驚愕パター

ンを認 めた。 これ ら驚愕反応 を―・つ の物差 しと して ,

人間の驚 き ・驚愕度 を測 る試みは眼輪筋筋電図が定量

化で きるよ うになった1960年 代か ら本格化 した。生

理心理学の領域 では,FGraham女 史 らの一連 の先行

刺激効 果(Prepulseeffects)に 関す る研究(Graham,

1975な ど)に 端 を発 し,注 意や興味 といった心理過

程 を定量 的に測 定す る研究 として加熱 し,1980年 代

後半以降には生理心理学 の重鎮PLangに よって驚愕

プ ローブパ ラダイム(startleprobeparadigm)研 究 とし

て応用 ・実用化が進んだ(Lang,Bradle弘&Cuthbert,

1990)。 こう した驚愕性瞬 目反射 の変容 に関 して は,

筆者の-連 の研究を参照されたい(レ ビューは山田,1993;

2001;2002を,応 用実験研 究 としては百々 ら,2002,

永 井 ・山 田,2002,中 村 ら,1995,山 田 ら,2003,

Yamadaetal.,2004;瞬 目測定法 としては 田多 ・山

田 ・福 田,1991;1998,山 田,1996;2003な ど)。

3.2 感動の定義

「感動｣の 辞書的意味 としては,「 深 く物 に感 じて心

を動かす こと」 とあ り,「 名画 に感動す る」,「感動 を

覚える」,「感動にひたる」 などの例示がな されている

(広辞苑)。 本論で言及する 「感動」 もこの範疇である

が,製 品 に接 した人がその製品のデザイ ンや機能,特

性な どを感 じた ときに生 じる強 い感情 で,製 品を手 に

取 り,試 用 し,購 買意欲が掻 き立て られ るな ど具体的

な行動 に結びつ くものであろう。

英語 表現 として は,感 動 とい う名詞 はemotion,

impression,inspiration,feeling,stir,affection,感 動す る

とい う動詞はmove,touch,stir,feel,impress,感 動的 と

い う形容詞はimpressive,emotional,stirring,touching,

poignantな どで ある。

なお,心 理学辞典や心理学用語辞典類のなかで,「 感

動」 という項 目が掲載 されているものは,筆 者が現在

検索 した ところ,み あた らな い。 「感動」 は,こ れ ま

で心理学の主要な研究テーマではなか った ことを示す。

心理 学で は,激 しい感情 の動 きを情 動(emoti0n)

と呼んでいる。情動 の成立 については,100年 も前か

らの末梢起源説(ジ ェームズ ・ランゲ説)と,神 経 生

理学的研究 を元 にたて られた中枢起源説(キ ャノン ・

バー ド説)と が対立 していた。涙が出るか ら悲 しくな

るのか(末 梢起源説),い や悲 しい場面だ と認識す る

か ら涙が出るのか(中 枢起源説)と いう不毛な議論 の

後,認 知説(シ ャクタ説;Shachter&Singed962)が

生まれた。心臓 の鼓動や冷や汗な どの交感神経系の賦

活 による生理 的覚醒 を知覚 した とき,私 たちはそ の原

因を探 る。状況 を認知 し,正 当な意 味づけ ・ラベル付

けを行 うことによって,生 理 的覚醒の原因 とみなす。

この ときの認知 的ラベル 付け こそが,驚 きや悲 しみ,

喜び,怒 り,快 不快な どの感情を作 るとい うものであ

る。

「感動｣を ,こ うした認知 説に従 って理解 しよ うと

試み ると,生 理的覚醒 の原因認知 にとどま らず,将 来

予測や期待 をも含むものとなろう。 またその ときの生

理的覚醒体験が,通 常 の並みの水準 に留ま らず,過 去

の体験 リス トの最上位 を占めるほど強い衝撃 をもって

いた こと(強 度),な らび に深 く広 い波及効果 を もた

らした という高い質的評価が こめられた ものであろう。
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4. 感動をはか る

こうした感動 を計測す ることがで きるのだ ろうか。

筆者 らは,認 知,行 動,生 理 といった3つ の異なる水

準での評価 系を総合的に用 いた評価 系が有効 であろう

と考えている。

4.1 認知:こ とばで測 る

驚き,意 外性,印 象度,選 択的注意の度合い,興 味 ・

関心度な ど,感 動 という主観 的な体験を構成す る認知

的要素 を自己評価す ることによって,感 動 を数量化す

る ことができそうで ある。感性評価で用 い られている

SD法 のよ うな主観的評定尺度法や,精 神物理学 的測

定法,マ グニチ ュー ド推定法な どが これ に当たる。

4.2 行動:行 動で測る

感動体験 に付随 して発生する種 々の行動が測定評価

できる。感動体験があれば,歩 いていた人は立ち止ま

り,注 視す るだろ う。継続 していた作業が中断 される

こともあるだろ う。奇声 を発 した り,笑 った り泣いた

りの感情表出 とともに,顔 面表情が変わるか もしれな

い。

また感動体験 を引き起 こした状況を,そ れ以外の状

況 よ りもよ く記憶 して いて,想 起 しやす いのではない

だろうか。た とえば,感 動 した相撲の取 り組みに関す

る記憶が鮮明で,思 い出す量(再 生数)が 多 く,深 く

広 い関連情報が記憶 し再生で きるな どで ある。

4.3 生理:か らだの反応で測る

血圧上昇,心 拍増加,呼 吸数増,皮 膚電気活動増加,

瞳孔散大,唾 液分泌減 少,血 中 ・唾液 中コルチゾール

増加な どの典型的交感神経系反応 は,生 理的覚醒の証

となる。加 えて,自 発性瞬 目の多発,瞬 目反射や屈曲

反射な どで定量化できる驚愕 反応,感 動誘発刺激 に対

す る脳波の応答(ａ 成分 の減少や,ERP成 分 の消長)

な どが感動体験をよ く記述する生理反応 となろう。 生

理心理学 の領域で生まれたい くつ もの研究パ ラダイム

が,感 動研究に生かせ るか もしれな い。驚愕プ ローブ

パ ラダイムや,オ ドボール ・パ ラダイムは有力候補 と

なる。

これ ら認知,行 動,生 理 という3つ の水準か ら感動

体験 を計測 し,数 量化 し,互 いの関係を記述する こと

で,感 動 の量的把握,う ま くいけば質的把握が可能 に

なるかもしれない。 これまで,感 動発 生の認知過程 に

関す る戸梶 らの主観的尺度 を用 いた研究(Tok綾li,2003)

はあるものの,認 知,行 動,生 理の3水 準か ら感動 を

測定評価 しようとする基礎研 究は,筆 者 らの試験的試

み(山 田 ・稲垣,2005;許 ら,2005)以 外 はな さそ う

で ある。

5. プチ感動の測定

本論で言及する 「感動」 はまた,製 品 に対 して人が

感 じる感情に限局 して使 うので,文 学的表現 にお ける

本格的な感動体験 を全て示す ものではない。製品 を見

つめ,触 れ,操 作 しているうちにほのかに体験する感

動体験 について言及す るものである。 したが って,こ

う した体験 を本格的感動 と対比 させ,「 ちょっと した

感動」 という意味合 いをもたせて 「プチ感動」 と呼ぶ

ことにす る。

プチ感動は,Figure1に 示す ように,(1)無 関心期

にはじまり,(2)関 心期(受 動的注意期),(3)能 動的(選

択的)注 意期,(4)記 憶 との照合 ・内的注意期,(5)感

情喚起,(6)感 動体験 という6つ のプロセスを経て体

験 され る認知過程 と考え られ る。 またそれぞれ の過程

で,そ の過程 に対応 した生理心理学的指標が観察可能

と考 え られる。以下にそ の解説を試み る。

(1) 無関心期

認知過程:な ん ら外界 の特定のモ ノに関心 を示 して

いな い状態。

生理心理活動:現 在進行中の認知活動に応 じた,多

様な生理心的状態。 自発性瞬 目率は個人差が大 きく,

他の生理心理指標 も多様で,多 人数間で平均値を とる

と,平 常状態下の代表値 とな り,ベ ースライ ン水準 と

みなせる。

具体的行動:自 発行動が盛 んで,視 線 は多 くの他 の

製品に注がれる。

(2) 関心期(受 動的注意期)

認知過程:ふ と目にした商品やコピー に,受 動的 に

注意が向 く状態。受動的な注視,聞 き耳 をたてる外的

注意状態で,次 の瞬間無関心期に逆行す る場合 もある。

生理心理活動:外 的注意 とい う心理状態に対応 した
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心理生理指標の活動が観察される。瞬目率は低減 し,

視線は関心を示すものに固定ないし追随する。無関心

期に戻れば,こ れら抑制過程が解除される。

具体的行動:自 発行動が抑えられ,視 線は当該製品

に注がれる。製品の前に立ち止まるなどの行動が観察

できる。

(3) 能動的(選 択的)注 意期

認知過程:関 心期からさらに外的注意が深化し,積

極的に外界物に注意を配分 し向けた状態。

生理心理活動:積 極的な注意状態に対応した生理心

理指標の活動が観察可能。脳波a波 は減衰し,Fmθ

が出現,瞬 目率の低減などが観察できると期待される。

呼吸率の低下,心 拍率減少の可能性がある。

具体的行動:製 品を手にとって操作する行動が観察

される。

(4) 記憶との照合 ・内的注意期

認知過程:関 心を向けた外界のものの分析 ・理解の

過程。長期記憶ヘアクセスし,当 該事象と記憶事象と

を照合し,記 憶になければ新たに貯蔵しようと試みる。

強い内的注意が継続する状態と考えられる。

生理心理活動:内 的注意状態に対応 した多様な生理

心理活動が観察される。瞬目率は増加し,脳 波Fmθ

は減 じる。

具体的行動:製 品を操作しつつ,詳 細情報を探索す

る行動が観察される。

Figure1　 感 動 喚 起 の 仮 説 的 過 程

Hypothetical processof"KAND0"evocation
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(5) 感情喚起

認知過程:喜 怒哀楽の感情 のいずれが現在の心理状

態 として適当か を確定するための認知活動。やや混乱

した認知状態 と考え られ る。

生理心理活動:自 律神経系の交感神経系が興奮 した

状態で,心 拍率 も瞬 目率 も増加 し,脳 波は β化。 「快」

感情 に移行すればFmθ が出現 し,瞬 目活動 も低下す

る。

具体的行動:言 語 ・非言語的行動,表 情 による感情

の表現が観察 される。

(6) 感動体験

認知過程:激 しい感情の喚起が,当 該物 による もの

であ り,し かもそれが これまで に経験 した多 くの体験

とは異なるか,あ るいはよ り精緻なものである ことか

ら,ち ょっ とした感動 「プチ感動」 を体験する。

生理心理活動:強 い心拍率増加,涙 腺活 動の増加,

激 しい呼吸活動か ら笑い ・泣きな どの行動を形成。

具体的行動:言 語表現 による 「感動」体験 の報告が

期待 される。

6. プチ感動の生理心理学的測定事例

筆者 らは,若 者をターゲ ッ トとして開発されて きた

人気商品のプ ロモーシ ョン映像視聴 中の大学生の生体

反応 を測定 し,プ チ感動の現れかたを観察 した(稲 垣 ・

山 田,2005)。 ここで は,生 体反応 としてFzお よび

Cz脳 波 の周波数分析か らFmθ を,垂 直眼電 図記録

か ら自発性瞬 目活動 を,第1誘 導 による心電 図記録か

らR-R間 隔を連続測 定 し,Table1に 示す仮想 プチ感

動の各段階 における各指標の動態 と,主 観的感動評定

値,な らび に商品の好 き嫌い評定 を比較検討 した。

こうした生体情報がグループ平均値 として評価され

た ときには,仮 説 を支持する結果は残念 なが ら有意水

準に至 らなかった。 しか し,被 験者の主観的感動報告

と照 らし合わせる と,映 像刺激 の当該シー ンに固有 の

反応 を示す事例が認 め られるなど,興 味深 い結果が得

られ ている。また,若 者が強 く関心 を示すデ ジカメに

付加すべ き新機能 につ いてのプロモーシ ョン映像視聴

条件で の観察では,主 観的感動評価が最 も高 い条件で

は,他 の条件よ りも瞬 目率は低 く,Fmθ 出現率は高

かった。

また未発表ではあるが,商 品を自由に手 にとって観

察で きる場面 における,各 商品ブースへの滞在時間と

滞在 中の瞬目率,視 線 の動き,な らびに主観的好感度

をみた別 の実験では,受 動的注意期 における特徴 ある

結果が得 られている(山 田,2004)。

プチ感動 を瞬 目や視線行 動,脳 波Fmθ,心 拍率な

どの生体信号 によって測定 しようとい う筆者 らの試み

は,電 化製品やデ ジカ メな どについて適用が試み られ

は じめたばか りである。今後は,実 験室内でのよ り詳

細な実験研究はもとよ り,よ り広 範な商品群への適用

をはか るとともに,店 頭 での自由評価場面やフィール

ド実験へ と拡張 させる ことによって,よ り貴重な資料

が得 られる ものと期待 して いる。そ のためには,生 体

信号がよ り簡便 に計測で きる可搬型の測定機器,評 価

用 システムが必要だ と考えている。
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